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第２章では、光陰極を用いた THz-CUR 装置について述べている。  
第３章では、THz-CUR 装置からの THz 放射の測定手法と測定結果について述
べている。具体的には 0.16～0.65 THz の THz 放射を確認し、その強度が電荷量
160 pC、アンジュレータギャップ 30 mm にて 0.16 THz 1 µJ、20 kW である事
を述べている。また、数十 pC を超える大電荷領域で、THz 放射強度の飽和が観
測され、高強度の THz 光の発生が阻害されている事を報告している。  
第４章では、第３章での THz 放射強度の飽和現象に関して、電子ビーム測定










している。この結果、現時点での最適形状として、時間軸方向には 10 ps とし、
空間軸方向分布を Truncated-Gaussian 形状にする事で 0.16 THz にて 20 kW で































１．THz-CUR 装置からの THz 放射の測定を行い 0.16～0.65 THz の THz 放
射を確認するとともに、その強度が電荷量 160 pC、アンジュレータギャップ 30 










での最適形状として、時間軸方向には 10 ps とし、空間軸方向分布を
Truncated-Gaussian 形状にする事で 0.16 THz にて 20 kW であった THz 放射
強度を 100 kW にまで改善した。  
 
４．THz-CUR からの 0.16~0.64 THz の光を、利用実験が可能な場所に効率
的に輸送する光学システムの設計し、0.16THz の光を 60%、更に高周波の場合
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